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Ｊ
Ｐ
Ｃ
第
４
回
総
会

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
（
日
本
患
者
・
家
族
団
体
協

議
会
）
は
六
月
四
日
、
東
京
五
反
田
の

全
社
連
会
館
で
第
四
回
総
会
を
開
き
、

三
十
一
団
体
（
未
加
盟
団
体
含
む
）
約

九
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
辻
川
寿
之
常
任
幹
事
（
全
交

未
加
盟
組
織
か
ら
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
も

災
）
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
伊
藤
代
表

幹
事
が
、
「
昨
年
の
全
国
交
流
集
会
の

成
功
や
国
会
請
願
行
動
の
成
果
で
Ｊ
Ｐ

Ｃ
の
運
動
は
社
会
の
色
々
な
分
野
に
、

ま
た
地
域
に
拡
が
り
つ
つ
あ
る
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　

来
賓
の
挨
拶
の
後
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
総
会
に
参
加
し
て
い
た
Ｊ
Ｐ
Ｃ

末
加
盟
団
体
の
代
表
が
紹
介
さ
れ
、
各

団
体
と
も
Ｊ
Ｐ
Ｃ
へ
の
加
盟
を
前
向
き

に
検
討
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
わ
せ

て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
議
事
に
入
り
、
八
八
年
度
の

活
動
報
告
、
決
算
報
告
、
会
計
監
査
報

告
が
一
括
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
報
告

に
対
す
る
い
く
つ
か
の
質
問
の
あ
と
に

こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
新
年
度
の
活
動
方
針
、
予

算
案
を
一
括
提
案
し
ま
し
た
。

　

新
年
度
の
活
動
方
針
は
、
現
在
患
者

と
そ
の
家
族
が
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い

現
状
に
つ
い
て
触
れ
、
今
後
医
療
・
福

祉
・
社
会
保
障
の
改
善
・
充
実
を
め
ざ

し
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
が
先
頭
に
た
っ
て
活
動
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示

し
ま
し
た
。

　

ま
た
新
年
度
の
予
算
も
そ
の
活
動
に

ふ
さ
わ
し
く
、
前
年
度
を
越
え
る
規
模

で
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
提
案
を
受
け
活
発
な
意
見

や
質
問
が
出
さ
れ
、
常
任
幹
事
会
か
ら

の
答
弁
の
あ
と
方
針
案
、
予
算
案
は
承

認
さ
れ
、
新
年
度
役
員
、
総
会
宣
言
、

消
費
税
廃
止
を
求
め
る
特
別
決
議
な
ど

も
原
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
恒
例
の
記
念
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
最

近
の
医
療
情
勢
と
年
金
法
改
正
の
問
題

点
」
で
、
特
に
年
金
の
改
正
を
中
心
に

労
働
経
済
研
究
所
所
長
の
庄
司
博
一
先

生
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
の
後
、
今
年
の
交
流
集
会

の
開
催
地
で
あ
る
長
野
難
病
連
の
代
表

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
長
宏
代
表
幹
事
が
コ
ー
十
一

世
紀
ま
で
あ
と
十
年
で
す
。
新
し
い
患

者
運
動
の
展
望
を
切
り
拓
い
て
い
く
決

意
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。
（
関
連
記
事
二
～
十

二
面
参
照
）
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本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
沢
山
ご
参
加

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
滋
賀
県
難
病
連
の
皆
さ
ん
の
ご

尽
力
で
、
全
国
交
流
集
会
を
成
功
さ
せ
、

Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
団
結
と
連
帯
が
一
層
強
ま
っ
た

年
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
エ
イ
ズ
予
防
法

案
の
問
題
で
血
友
病
の
方
々
と
共
に
運
動

を
展
開
し
た
り
、
国
会
詰
願
署
名
行
動
な

ど
も
や
り
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
も
社
会
の

重
要
な
構
成
団
体
の
一
つ
と
し
て
認
め
ら

れ
る
よ
う
な
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
国
会
請
願
行
動
で
全
会
派
が
私

ど
も
の
署
名
の
紹
介
議
員
に
な
り
、
譜
願

を
国
会
に
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
や

Ｊ
Ｒ
の
内
部
障
害
者
運
賃
割
引
問
題
で
は

大
き
く
前
進
し
、
実
現
の
方
向
が
見
え
て

き
た
こ
と
な
ど
に
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
総
会
に
先
立
ち
地
難
連
の
交

流
会
を
行
い
、
十
六
団
体
四
十
人
が
参
加

し
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
に
未
加
盟
の
団
体
も
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
Ｊ
Ｐ
Ｃ
に
加
盟
し
た
い

と
い
う
団
体
か
ら
の
ご
連
絡
も
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
色
々
な
団
体
に
地
域
に
私
た

ち
の
活
動
は
首
実
に
拡
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
こ
の
一
年
間
Ｊ
Ｐ
Ｃ
が
素

隋
ら
し
い
成
長
を
遂
げ
て
き
た
と
い
う
こ

と
を
前
提
に
、
ご
討
議
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
（
伊
藤
た
て
お
代
表
幹
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＠

難
屁
家
難
錐
語
我
難
４
１
　
１
逼

　

こ
の
一
年
間
の
活
動

Ｏ

　

全
国
交
流
集
会

　

昨
年
、
十
一
月
十
九
、
二
十
日
に
滋
賀

県
大
津
市
で
開
き
、
過
去
最
高
の
二
十
四

団
体
約
二
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
『
私

た
ち
の
求
め
る
在
宅
医
療
』
を
テ
ー
マ
に

分
散
会
を
中
心
に
活
発
な
討
論
、
交
流
を

行
い
ま
し
た
。

㈲

　

陳
情
活
動

　

一
九
八
九
年
度
予
算
に
関
連
す
る
陳
情

行
動
を
は
じ
め
、
エ
イ
ズ
予
防
法
案
の
廃

案
を
求
め
て
「
全
国
ヘ
モ
フ
ィ
リ
ア
友
の

会
」
を
支
援
し
て
の
陳
情
行
動
、
Ｊ
Ｒ
運

賃
割
引
制
度
拡
大
に
む
け
て
の
陳
情
行
動

な
ど
を
活
発
に
行
い
ま
し
た
。

固

　

難
病
対
策
拡
充
な
ど
で
の
国
会
請
願

　

全
国
の
会
員
が
取
り
組
ん
だ
署
名
、
四

十
三
万
六
千
余
名
を
四
月
十
四
日
、
十
九

団
体
六
十
人
の
代
表
が
、
百
四
人
の
国
会

議
員
を
通
じ
て
衆
参
両
院
に
請
願
。

㈲

　

資
金
造
成
活
動
と
そ
の
成
果

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
財
政
を
確
立
す
る
た
め
に
協

力
会
員
拡
大
を
各
加
盟
団
体
が
取
り
組
み

ま
し
た
。
海
外
研
修
派
遮
も
実
現
し
二
人

を
派
遣
し
ま
し
た
。
物
品
あ
っ
せ
ん
事
業

も
大
き
く
拡
大
。
第
二
回
家
庭
雑
貨
販
売

事
業
担
当
者
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

㈲

　

組
織
活
動
と
情
報
活
動
の
強
化

　

昨
年
六
月
茨
城
県
難
病
辿
が
加
盟
。
構

成
団
体
は
三
十
団
体
に
。
い
ろ
い
ろ
な
団

体
に
講
師
派
遣
な
ど
を
活
発
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

機
関
誌
『
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
仲
間
』
も
抑
実
に

充
実
し
て
き
ま
し
た
。

㈲

　

執
行
体
制
の
強
化

　

幹
事
会
の
強
化
や
常
任
幹
事
会
の
新
設

な
ど
で
執
行
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。

　

事
務
局
も
専
従
体
制
を
実
現
し
、
Ｊ
Ｐ

Ｃ
結
成
以
来
の
懸
案
で
あ
っ
た
事
務
局
体

制
の
確
立
に
一
歩
前
進
し
ま
し
た
。

図

　

財
政
基
盤
の
強
化

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
活
動
が
拡
が
り
、
一
九
八
七

年
度
か
ら
の
繰
り
越
し
を
一
部
使
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
協
力
会
員
の
拡
大

や
雑
貨
あ
っ
せ
ん
事
業
の
拡
大
が
重
要
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
今
後
の
支
出
増
に
対
応
す
る
た
め
に
、

　

「
健
全
財
政
」
の
確
立
に
向
け
、
分
担
金

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
な
ど
は
重
要

な
課
題
と
い
え
ま
す
。

㈲

　

加
盟
団
体
の
活
動

　

各
団
体
で
の
医
療
相
談
会
・
検
診
活
動

や
難
病
セ
ン
タ
ー
設
立
に
む
け
て
の
活
動

が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
各
会

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

活
動
の
ま
と
め

①
交
流
集
会
が
大
き
く
成
功
し
②
国
会
請

願
署
名
が
四
十
三
万
人
の
支
持
を
得
、
超

党
派
で
提
出
さ
れ
る
な
ど
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
活
動

が
拡
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
⑤
多
く
の
団

体
で
Ｊ
Ｐ
Ｃ
へ
の
加
盟
が
前
向
き
に
検
討

さ
れ
て
い
る
な
ど
、
組
織
拡
大
が
進
み
ま

し
た
。
④
執
行
体
制
の
強
化
⑤
事
務
局
体

制
の
強
化
。
⑥
分
担
金
の
定
期
納
入
、
雑

貨
あ
っ
せ
ん
事
業
の
拡
大
、
な
ど
の
成
果

が
あ
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
が
患
者
運
動
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
確
立
し

て
い
く
に
は
、
財
政
強
化
や
専
任
事
務
局

長
体
制
な
ど
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

｡|Ｐ參の11闇1989― 7
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は
じ
め
に
（
内
容
省
略
）

　

医
療
・
福
祉
・
年
金
を

　

め
ぐ
る
う
ご
き

１

　

難
病
患
者
・
慢
性
疾
心
患
者
を
め
ぐ

　

る
状
況

２

　

医
療
を
め
ぐ
る
動
き

５

　

今
年
は
健
保
、
国
保
、
老
健
法
の
再

　

改
悪
の
準
備
期
間

４

　

消
費
税
の
実
施
は
弱
者
い
じ
め

５

　

福
祉
は
国
の
責
任
か
ら
地
方
自
治
体

　

民
間
福
祉
サ
ー
ビ
ス
ヘ

６

　

進
ま
な
い
身
体
障
害
者
対
策

７

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
へ
の
期
待
と
今
後
の
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
内
容
省
略
）

　

患
者
・
家
族
の
ね
が
い

　

【
医
療
の
拡
充
を
求
め
て
】

①
難
病
の
研
究
、
治
療
法
の
確
立

②
難
病
、
慢
性
疾
患
な
ど
の
予
防
、
早
期

　

発
見
・
早
期
治
療
体
制
の
確
立
と
そ
の

　

た
め
に
必
要
な
マ
ン
パ
ワ
ー
の
養
成

⑤
国
立
病
院
に
難
病
相
談
室
設
匿
、
Ｍ
Ｓ

　

Ｗ
の
配
置
を

④
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
申
請
手
続
き

　

改
善

⑤
薬
害
、
労
災
、
職
業
病
の
発
生
予
防
、

　

根
絶
の
た
め
の
対
策
拡
充

⑥
国
立
医
療
機
関
の
統
廃
合
に
反
対

⑦
保
健
所
の
拡
充

⑧
医
学
進
歩
に
必
要
な
予
算
確
保

⑨
住
民
本
位
の
地
域
医
療
計
画
の
再
検
討

⑩
特
定
疾
患
研
究
会
に
患
者
の
代
表
を

③
各
県
に
難
病
セ
ン
タ
ー
を

⑩
医
療
を
制
限
す
る
健
保
、
老
健
法
の
療

　

養
担
当
規
則
の
改
正

⑥
入
退
院
判
定
委
員
会
設
置
反
対

四
在
宅
と
病
院
の
中
間
の
機
能
を
も
つ
中

　

間
施
設
の
建
設
を
公
的
責
任
で
促
進
を

　
　

［
医
療
費
保
障
の
拡
充
を
求
め
て
］

①
健
保
本
人
の
十
割
給
付
復
活
、
国
保
。

　

健
保
家
族
の
給
付
率
引
き
上
げ

②
入
院
時
食
事
代
患
者
負
担
導
入
と
ビ
タ

　

ミ
ン
剤
な
ど
の
保
険
給
付
打
切
り
反
対

⑤
老
人
保
健
法
改
悪
反
対

④
室
料
差
額
、
付
き
添
い
料
廃
止

⑤
結
核
予
防
法
「
命
令
入
所
」
制
度
の
引

　

き
締
め
中
止
、
公
費
優
先
制
度
の
拡
充

⑥
難
病
等
の
公
費
医
療
制
度
の
拡
充

⑦
高
額
療
養
費
制
度
の
自
己
負
担
限
度
額

　

の
引
き
下
げ

⑧
高
度
先
進
医
療
の
医
療
保
険
全
面
適
用

⑨
は
り
灸
、
移
送
費
等
の
完
全
保
険
適
用

　

「
追
加
」
⑩
移
送
費
・
通
院
交
通
費
へ
の

　

補
助

＠

　
　

【
生
活
保
障
の
拡
充
を
求
め
て
】

①
年
金
法
改
正
に
反
対

②
年
金
制
度
の
充
実
、
障
害
年
金
の
拡
充

⑤
生
保
の
受
給
制
限
反
対
、
基
準
の
引
き

　

上
げ

④
傷
病
手
当
金
給
付
率
引
き
上
げ
、
給
付

　

期
間
の
延
長

⑤
特
別
障
害
者
手
当
の
増
額
と
対
象
拡
大

⑥
労
働
災
害
補
償
給
付
内
容
の
充
実

　
　

【
社
会
復
帰
対
策
の
拡
充
を
求
め
て
】

①
完
全
社
会
復
帰
促
進

②
病
気
を
理
由
と
し
た
解
雇
の
禁
止

⑤
障
害
者
脱
用
促
進
法
の
抜
本
改
正

④
保
戮
趾
用
、
在
宅
雇
用
制
度
の
確
立

⑤
医
療
と
授
産
を
兼
ね
た
保
健
施
設
設
置

⑥
職
業
紹
介
、
相
談
、
訓
練
体
制
の
強
化

⑦
病
児
、
障
害
児
の
教
育
保
障
の
た
め
、

　

普
通
学
校
・
障
害
児
学
校
の
環
境
整
附

　

・
充
実

　

【
追
加
】
⑧
難
病
児
の
保
育
・
教
育
の
保

　

障
を

　
　

［
福
祉
対
策
の
拡
充
を
求
め
て
］

①
身
体
障
害
者
福
祉
法
の
適
用
拡
大

②
各
種
障
害
者
施
策
の
認
定
基
準
緩
和

③
身
障
・
老
人
施
設
の
費
用
徴
収
の
軽
減

④
患
者
・
障
害
者
の
ケ
ア
付
住
宅
、
グ
ル

　

ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設
を
公
的
責
任
で
促

　

進
⑤
鉄
道
、
航
空
、
有
料
道
路
の
運
賃
、
料

　

金
割
引
の
内
部
障
害
者
へ
の
適
用

⑥
相
談
活
動
へ
の
助
成

⑦
低
料
三
種
郵
便
認
可
条
件
の
緩
和

⑧
在
宅
福
祉
対
策
の
拡
充

⑨
総
合
福
祉
対
策
の
実
施
と
『
障
害
者
の

　

権
利
宣
言
』
の
完
全
実
施

⑩
消
費
税
廃
止
を

　

重
点
活
動
目
標
と

　

活
動
の
す
す
め
方

　
　

「
今
年
度
の
重
点
活
動
目
標
」

①
「
全
国
交
流
襲
会
７
」
を
長
野
県
岡
谷

　

市
で
開
催

②
協
力
会
員
の
拡
大
強
化

⑤
資
金
造
成
活
動
の
拡
大
強
化

④
国
会
請
願
署
名
・
募
金
の
取
り
組
み

⑤
組
織
強
化
の
た
め
規
約
再
改
正
の
検
討

　
　

【
陳
情
活
動
】

①
予
筧
編
成
期
を
重
視
し
た
関
係
省
庁
へ

活
動
方
針
を
提
案
す
る
古
川
圭
助
常
任
幹
事

76３1989 ― Z石仏雁０一卜|
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の
陳
情
。
要
請
行
動

②
Ｊ
Ｒ
関
係
機
関
・
企
業
へ
の
要
請
行
動

　
　

「
交
流
研
修
会
活
動
」

①
関
係
団
体
と
の
交
流
、
述
携

②
物
品
あ
っ
せ
ん
事
業
担
当
者
の
研
修
会

　

を
開
催

⑤
各
会
へ
の
講
師
派
遣

　
　

【
広
報
宣
伝
活
動
】

①
機
関
誌
の
内
容
充
実
と
読
者
の
拡
大

②
医
療
・
福
祉
に
関
す
る
情
報
誌
の
定
期

　

発
行
と
内
容
充
実

⑤
各
会
の
活
動
状
況
の
把
握
と
活
動
に
役

　

立
つ
情
報
の
提
供

　
　

【
相
談
活
動
】

①
相
談
活
動
の
強
化

②
医
直
・
福
祉
相
談
、
難
病
検
診
活
動
な

　

ど
の
研
修
会
の
開
催
。
九
〇
年
二
月
に

　

静
岡
県
で
開
催
予
定

　
　

【
組
織
・
財
政
活
動
一

①
幹
事
会
は
年
二
回
開
催
、
常
任
幹
事
会

　

は
必
要
に
応
じ
て
開
催

②
加
盟
団
体
を
増
や
す
た
め
、
全
国
の
未

　

加
盟
団
体
へ
加
盟
を
呼
び
か
け
る

⑤
ブ
ロ
″
ク
ご
と
の
交
流
推
進

④
分
担
金
の
「
一
％
納
入
」
、
協
力
会
員

　

拡
大
、
資
金
造
成
活
動
の
推
進
、
国
会

　

請
願
署
名
に
と
も
な
う
募
金
活
動
な
ど

　

で
「
健
全
財
政
」
の
確
立

⑤
「
全
国
患
者
会
館
」
（
仮
称
）
の
基
本

　

構
想
の
検
討

-

○

ま
季
若
繋
置
言
誓
含
羞

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
は
第
四
回
総
会
に
先
立
つ
六
月

三
日
、
都
内
で
Ｊ
Ｐ
Ｃ
地
難
通
交
流
会
を

行
い
、
四
十
人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
こ
の
交
流
会
の
準
備
や
実
務
を

担
当
し
て
い
た
だ
い
た
福
島
県
難
病
連
の

佐
藤
武
雄
さ
ん
に
当
日
の
様
子
や
成
果
に

つ
い
て
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
編
集
部
）

　

東
京
で
の
交
流
会
を
福
島
県
で
準
備
す

る
こ
と
は
、
新
幹
線
が
で
き
一
時
間
程
度

で
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
と

て
も
た
い
へ
ん
な
こ
と
で
す
。
が
、
引
き

受
け
た
以
上
は
、
北
海
道
難
病
連
、
Ｊ
Ｐ

Ｃ
事
務
局
の
応
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進

め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
お
引
受
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
Ｊ
Ｐ
Ｃ
地
難
連
交
流
会
は
当
初

予
定
を
二
十
五
人
前
後
と
見
込
み
、
宿
泊

・
会
場
の
手
配
を
行
い
ま
し
た
が
、
締
め

切
り
近
く
に
な
っ
て
各
県
か
ら
の
参
加
者

が
予
定
人
員
を
は
る
か
に
越
す
申
し
込
み

と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
急
き
ょ
会
場
を

変
更
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ｐ

Ｃ
に
寄
せ
る
各
県
難
病
連
の
期
待
の
大
き

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
六
月
三
日
午
後
一
時
か
ら
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
福
島
県
難
病
連
の

佐
藤
武
雄
事
務
局
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
ま

一

心

し
た
。
参
加
県
は
北
は
北
海
道
、
南
は
鹿

児
島
ま
で
十
六
道
府
県
、
四
十
人
以
上
が

参
加
し
地
域
難
病
連
の
交
流
会
と
し
て
は

過
去
最
大
級
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
中

に
は
開
始
数
時
間
前
か
ら
会
場
に
来
て
い

た
参
加
者
も
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
を
代
表
し
て
伊
藤
た

て
お
代
表
幹
事
（
北
海
道
難
病
巡
事
務
局

長
）
か
ら
こ
の
交
流
会
が
行
わ
れ
た
経
緯

と
難
病
患
者
と
そ
の
家
族
を
取
り
巻
く
環

境
の
厳
し
さ
か
ら
一
致
団
結
し
て
、
豊
か

な
医
療
、
福
祉
を
つ
く
る
た
め
に
Ｊ
Ｐ
Ｃ

に
結
集
し
て
い
こ
う
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

座
長
に
黒
崎
本
一
さ
ん
（
群
馬
県
難
病

連
会
長
）
を
選
出
し
進
め
ら
れ
、
参
加
者

の
自
己
紹
介
、
各
県
の
活
動
状
況
、
事
務

局
体
制
、
財
政
状
況
な
ど
の
進
ん
だ
活
動

が
報
告
さ
れ
、
併
せ
て
そ
の
活
動
に
対
す

る
質
問
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
が
深
ま
り
予
定
し
て
い
た
議
事
も

す
べ
て
終
了
し
な
い
ま
ま
、
宿
泊
会
場
の

全
社
連
会
館
に
移
動
し
、
引
き
続
き
交
流

を
行
い
ま
し
た
。

　

全
社
連
会
館
で
は
夕
食
を
兼
ね
た
懇
親

会
と
な
り
、
岡
山
県
難
病
連
会
長
の
杉
原

さ
ん
が
身
体
障
害
者
生
活
指
導
貝
と
し
て

六
月
四
日
に
岡
山
市
か
ら
表
彰
さ
れ
る
こ

と
や
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
、
地
域
難
病
連
の
ま
す
ま

す
の
発
展
を
祝
し
、
古
川
Ｊ
Ｐ
Ｃ
常
任
幹

事
の
音
頭
で
乾
杯
し
、
少
址
な
が
ら
ビ
ー

ル
な
ど
で
、
□
が
よ
り
流
暢
に
な
り
和
や

か
に
そ
し
て
真
剣
に
夜
遅
く
ま
で
続
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
ま
だ
Ｊ
Ｐ
Ｃ
に
加
盟
し
て
い
な

い
宮
城
・
千
柴
県
か
ら
も
参
加
者
が
あ
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
女
性
の
参
加
者
が
多
か

っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
華
や
か
な
雰
囲
気

で
行
わ
れ
、
交
流
会
は
成
功
裡
に
終
了
、

今
秋
長
野
で
開
か
れ
る
「
日
本
の
医
療
・

福
祉
と
患
者
運
動
を
考
え
る
全
国
交
流
集

会
９
」
で
の
再
会
を
約
束
し
ま
し
た
。

（
福
島
県
難
病
連

　

佐
藤
武
雄
事
務
局
長

通
信
）

………

N

.

･,･il･'
i'l.I'' ■･il.･li･J.
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自:1988. A . I

至:1989. 3 .31
1988年度決算報告

〔収入の部〕

ｪ頁　　　目 予　算 金　額 予算比 備　　　　　　考

分　　担　　金

機関4氏lほ読料

募　　　　　　金

寄　　付　　金

粉　　収　　入

2,150,000

1、200,000

3,000,000

8,300,000

　　100,000

2,140,300

　　917､550

2,856,900

6,567,878

　　　42.616

99.5％

76.5

95.2

79.1

42.6

26l-im　内訳別紙

国会請願カンパ

花火、雑貨、協力会員

資料販売．受取利息

小　　　　　　計

前　期　繰　越

14,750,000

　3,311,977

12,525.244

　3,311,977

　84.9

100.0

合　　　　　　計 18,061,977 15,837,221 87.7

〔支出の部〕

会　　　議　　　費

機関紙発行費

印　　　刷　　　費

旅　費　行　勤　費
事　　　業　　　費

教　育　宣　伝　費

通　　　信　　　賢

人　　　件　　　費

事　務　所　費

備品消耗品費

寄付金還元支出

事務所設置積立金

雑　　　　　　　費

2,500,000

1，100,000

1,500,000

　　500,000

1,500,000

　　150,000

　　600.000

2,396,000

　　240,000

　　160,000

4,255,000

1,200,000

　　　60,977

2,349,027

　　879,745

1,487,625

　　342,880

　　606,859

　　　16,025

　　537,080

2,376,898

　　240,000

　　222,910

3,422,964

　　800,000

　　　21 ,358

　94.0％

　80.0

　99.2

　68.6

　40.5

　10.7

　89.5

　99.2

100.0

139.3

　80.4

　66.7

　35.0

総会、幹事会、常任幹事会

12～17号印刷代、送料ほか

著名用叙兌、チラシ、その他

加盟団体丿方問、各種行動

家庭雑貨販売担当者研修会

資料、＆籍購入費

切手．電話代金等

事務局員給与、社会保険料

２万円×12(全野協)

事務用品、y7,旗など

取り扱い団体還元分

1988年度分積立

身定協分担金ほか

/Jヽ　　　　　　計

予　　　備　　　費

16,161,977

　1,900,000

13,303,371

　　　　　　　　0

82.3

　０．０

゛ヽ　　　　　　計 18.061,977 13,303､371 73.7

期　末　収　支 2,533､850

　

会
計
監
査
報
告
書

　

一
九
八
八
年
度
「
日
本
患
者
・
家
族
団

体
協
議
会
」
の
決
算
に
つ
い
て
、
会
計
帳

簿
類
、
証
ひ
ょ
う
類
、
現
金
、
頂
金
な
ど

の
Ｉ
切
に
つ
い
て
監
査
し
た
結
果
、
す
べ

て
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
認
め

報
告
し
ま
す
。

　

一
九
八
九
年
五
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　

会
計
監
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
山

　

理
⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
田
邦
夫
⑩

＠

1989. 4 ｡ 1

1990. 3 .31

自
至1989年度予算

項　　　目 88年度決算加 89年度予算額 内　　　　　　訳

収

入

分　　担　　金 2,140,300 Z.170.000 32団体

協　力　会　費 (科目新設) 3.000,000 協力会員会費３千円×１千人

機関誌購，涜料 917,550 1,200,000 有料購読800郎×1 ,500

募　　　　　　金 2,856, S(〉0 3.000,000 国会請願

寄　　付　　金 6.567.878 8,735.000 雑貨寄付金、花火寄付金、一般寄付

雑　　収　　人 42,61s 100,000

小　　　　　　計 12,525, Z-l-l 18.205,000

前　朗　繰　越 ３､311.977 2,r>33,850

合　　　　　　I抒 15,837,221 20,738,850

支

出

会　　議　　費 2.349,027 2,600.000 総会、幹･μ会、常任幹事会、地魁連交流会、その他

機関誌発行費 879,745 1,100.000 18～23り-、印刷賢．送料ぽか

印　　刷　　費 1.487,625 1.BOO.000 著名用紙・チラシ、印刷機・コピー使用料(全腎協)

旅費行動費 342,880 600,000 出張旅費け也方出張など)、その他行動費(集会参加など)

事　　業　　費 GOG.859 1,800.000 雑貨研修会、医療相,淡研修会、協力会ｎ海外研修派遣費

資料研修ａ 16.025 100.000 図書・資料購入費、研修会参加費ほか(科目名変更)

通　　Ｕ　　費 537.080 680.000 ?佳話、郵便、その他．

人　　件　　費 2.376.808 2.993,500

給料、社会保険、雇用保険等、通勤交通哉等= 2.703,500
住ｔ予当　　　　　　　　　　　　　　　　＝　180.000
アルバイト料　　　　　　　　　　　　　＝　10 0.01 0
ボランティア育成費　　　　　　　　　　　＝　10,000(新,没)

嘔　務　所　費 240,000 240.000 ２万円×12JI　全腎協へ

im {,!,消耗品費 222.910 600,000 事務用品､ＯＡ機使用料5,000×12(全腎協)､７７クシミリ･ワープロ導入(30万円程度)

ぱち力会費還元支出 (科目新設) 900.000 協力会員還元分　3 ftljX'iO%

寄付企還元支出 3,422,964 3.955.000 雑貨還元分、花火還元分

･μ務所設置積立金 800.000 １、000,(００

雑　　　　　　費 Z1.358 70,350

小　　　　　　計 13,303.371 18,238,850

了･　爾　　費 ０ 2,500.000

合　　　　　　計

(年度末収支)

13,303.371
(2,S33.8.'j(）

20.738,850

7６５､||酢０の11簡
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良い医療・柵祉を求め、北か
ら南から、はるばるこの総会に
参加した各会の代表は、厳しい
医療・柵祉の状況を改善し。安
心して医療や柵祉が受られ、豊

かな生活がおくれるよう。所以Lヽ
に話し合い交流を深めました。

　

差し迫っている老人保健法の
再改悪、健康保険法など医療保
険給付率の低位一元化の推進、
国民皆保険のJ蜀念とはかけ離れ
た安定化計画、|叩害年金改善を
たなあげにし老齢年金を改悪し
ようという励きなどは、私たち
慢性疾忠患者の「安心して良い
医簾を受けたい」という願いを
述ざけるものです。

　

さらに公的医療の幹根を支え
る国立医直機関の統廃合・委譲
計両は、結核、難病、En度心身
障害、筋ジスなどの医直に大き
な影響を与えるものです。また
地域医療計画の策定によりペッ
ト不足地域の川床計画をたて
ず、迦剰地域のペットのみ規制
しようとしています。これらは
明らかに医療制限といわざるを
えません・特定疾患の認定の審
杏も一層雌しくなっています。

　

多くの国民が反対した消費税
も実施され、私たち忠者・家族
は医療と生活の両面で一皿厳し
い圧迫を受けています。

　

一方、リクルート疑惑など政
治への不信や、国民の批判の声
も強まっています。

　

医療・柚祉の充実が、安心で
きる生活が、今強く求められて
います。

　

ＪＰＣが結成されて陶ろ年、
この閻、友情と辿帯を強めた仝

国交流集会や、豆かな医直と陥
祉を求めた国会請願行動など、
着実に取り組みを拡大してきま
した｡そして我が国の忠者・家
族の代表として、多くの忠者と
家族の期待に応えられるよう努
力してきました。

　

その成果は、今年の国会請願
古が全政党の支持を得て提出さ
れたり、内部障害者の永年の願
いであったＪＲの運賃割引制度
の対象拡大に一歩近づいたこと
などにあらわれています。

　

組織の面でも構成団体は50団
体となり、構成几も15万人に違
しました。また本総会には、５
つの未加盟地域難阿辿の代表も
参加しています。ちかく加盟に
ついて話し合いたいという地域
難病連もあります｡

　

ＪＰＣが結成以来かかげてき
た『患者本位の医療。人権尊重
の医療』という狐iいは今、多く
の団体や医師からも共感をりて
います。

　

厚生竹は医療・福祉の「改正
のプログラム」に基づいて、改
悪を進めていますが、これを食
い止め、明るく豊かな医療・福
祉、高齢老生活を守る運動も大
きく発展しようとしています。
共同の行動ができる条件は大き
く拡がりつつあります。

　

私たちは結成総会で高らかと
うたった|II結成■sinsiが一日も
吊く実現されるよう、今総会の
方針にそって、お互いに励まし
あい助けあいながら運動を発展
させることをここに■lI.Iしま
す。

　　　　　　

1989年６月４日

　　

日本忠肴一家族団体協議会

　　　　　　

第

　

４

　

回

　

総

　

会
（東京都品川区全社運会館にて）

　

多くの国民の反対を無視し、内容の詳細な検
討を行わないまま、本年４月１日から消費税が
導入されました。

　

この消費税は「大型間接税」導入は行わない

とした、政府・与党の公約に反することは全く
明白であり、低所得名･に負担がｍく、扁所得者
や大企業にとってより吋利なものとなっている
ことも明らかです。

　

消費税導入の見返りとされた「所得税減税」
も年金生活者や低所得者には何の関係も利益も

ありませんでした。それどころか難病忠者や身
休I鴎害老、高齢者が生きていくためには欠かせ
ない医療と医療機材、薬品、福祉機回までも課
税対象とされ、食品、衣料品、水光熱費、交通
賞から電話、郵便に至るまで、生活の全てにわ

たって実質的な値上がりとなっていることは到

1989年度役員

/面

改　名 氏　　名 所属団体

代表幹事 長　　　宏 日　忠　同　盟

伊藤　建雄 北海道難病述

服務局長 小林　孟史 全　　　腎　　　協

幹　　事 菅原　道了- 北海道難病連

山崎　洋一 秋　田　骸　病　連

※伊藤　文博 福島県難病連

高安　博二 茨城県難病連

黒崎　本一 群馬県難病連

久保田耕司 長野県難病連

伊藤　　博 岐r;X県難病連

上＆ 允fa 静岡県難病連

三重県難病連

柳田　貞男 滋賀県難病連

.h本　善石’ 京　部　甦　病　連

※濤　　米三 大　阪　難　病　迪

朝見　宏和 兵庫県差病連

奈良県眼病連

杉原　　仁 岡山県難病連

|叫jな　水害 高知県難病連

原田　仇火 宮崎県難病連

寺尾欣一郎 鹿児島県難病連

日本オストミー協会

藤田　　茂 全　　　肝　　　協

※辻川　寿之 全　　　交　　　災

※梅崎　園１ 心臓病の子供を守る会

藤崎　陸安 発　　　忠　　　協

※古川　旧 日　患　同　盟

クロロキン被害者の会

高橋　豊栄 ス　　　全　　　協

河野　　郎 パーキンソン膚友の会

※黒田外政火 貨　　　腎　　　協

多発性硬化症友の会

全　　　低　　　肺

会計監査 寺山　　理 群馬県難病連

羽田　邦火 全　　　肝　　　協

41は常任幹iμ

底容認することのできないものであります。

　

政府･与党は国民の批判の目をそらすために、

福祉のために必要であるとか、本格的な高齢化
社会に㈲えるためには、今からの投資が必要と
の説明をしていますが、将来の福祉のために現
在その「福祉」を必要としている国民の生活と

　

「福祉」を犠牲にすることは詐されないことで

あり、植木的に現在の国家財政の枠組そのもの
の改善なしに、一方的に岡民全休、それもより
経済的に弱い立場にあるむへの圧迫を強くして
いくことは、全く認めることはできません。

　

国は至急、この不公平消費税を廃止し所得税
の一層の不公平を改善し、社会保呻予算を大幅

に増額するよう、強く要求します。

　　　　　　　　　　　　　　

1989年６月４日

　　　　　　　　　　

日本忠普・家族団体協議会

　　　　　　　　　　　　　

第

　

４

　

回

　

総

　

会

　　　　　　　

（東京都品川区全社連会館にて）

1989―7

　

。||・＠の11間

＠
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記念講演

　

(要旨)

最
近
の
医
療
情
勢
と

　

年
金
「
改
正
」
の
問
題
点

　
　
　
　

労
働
経
済
研
究
所
長
庄
司

　

博
一

　

今
、
社
会
保
障
や
福
祉
を
め
ぐ
っ
て
高

齢
化
社
会
が
や
っ
て
く
る
、
大
変
な
時
代

が
や
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
、
最
近
は

超
高
齢
化
議
論
が
横
行
し
て
い
ま
す
。
本

当
に
社
会
保
障
の
財
源
は
な
い
の
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
の
が
ひ
と

つ
。
も
う
ひ
と
つ
は
こ
れ
か
ら
開
か
れ
る

国
会
で
、
年
金
問
題
が
継
続
審
議
と
い
う

形
で
行
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
厚
生
大

臣
が
留
任
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
相
当

強
引
に
法
案
を
通
そ
う
と
い
う
姿
勢
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

戦
後
生
れ
、
特
に
昭
和
三
十
五
年
以
後

に
生
ま
れ
た
人
は
、
自
分
の
掛
け
た
年
金

の
掛
け
金
の
元
を
と
れ
な
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
結
局
個
人
で
貯
金
す
る
し
か
な

い
と
い
う
と
こ
ろ
へ
誘
動
し
て
い
る
わ
け

で
す
。

　

先
日
、
人
口
統
計
問
題
の
勉
強
会
を
し

た
時
に
厚
生
省
の
人
に
「
高
齢
化
社
会
と

い
う
定
義
は
あ
る
の
で
す
か
」
と
聞
き
ま

し
た
ら
「
定
義
は
な
い
」
と
い
う
の
で
す
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
で
は
六
十
五
歳
以
上
の
占
め
る
割

合
が
七
％
ぐ
ら
い
を
高
齢
化
社
会
と
い
う

そ
う
で
す
が
。
最
近
は
超
高
齢
化
社
会
と

い
っ
て
ま
す
が
、
そ
れ
も
定
義
は
な
い
そ

う
で
す
。
国
も
思
い
思
い
に
使
っ
て
い
る

こ
と
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。

　

よ
く
高
齢
化
社
会
に
な
る
と
若
者
が
六

人
で
一
人
の
年
寄
り
を
支
え
る
、
そ
れ
が

二
十
一
世
紀
に
な
る
と
二
人
で
一
人
を
養

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
が
来
る
、
大

変
だ
大
変
だ
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で

も
労
働
力
人
口
を
十
五
歳
か
ら
六
十
四
歳

ま
で
と
い
っ
た
り
、
最
近
で
は
二
十
歳
か

ら
六
十
四
歳
ま
で
の
人
を
い
っ
た
り
、
ま

ち
ま
ち
で
す
。

　

今
度
の
年
金
の
保
険
料
引
き
上
げ
の
間

＠

題
に
し
て
も
、
二
〇
二
五
年
く
ら
い
に
な

れ
ば
男
性
の
平
均
寿
命
は
二
歳
、
女
性
は

三
歳
伸
び
る
、
だ
か
ら
大
変
な
の
で
保
険

料
を
引
き
上
げ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い

っ
て
ま
す
。
皆
さ
ん
も
よ
く
ご
存
知
の
よ

う
に
一
九
八
〇
年
に
臨
調
行
革
が
は
じ
ま

っ
て
、
軍
事
費
は
五
四
％
伸
び
て
い
ま
す
。

一
方
社
会
保
障
費
は
一
七
％
、
文
教
穴
は

一
・
七
％
し
か
伸
び
て
い
ま
せ
ん
。

　

社
会
保
障
財
源
問
題
で
、
税
金
や
社
会

保
険
料
が
国
民
所
得
の
四
〇
％
を
占
め
る

時
代
が
く
る
と
国
民
が
な
ま
け
者
に
な

る
、
だ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
病
と
か
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
病
に
な
る
か
ら
国
の
活
力
が
低
下
し

国
が
発
展
し
な
く
な
る
の
で
社
会
保
障
に

金
を
つ
き
込
ま
な
い
と
い
う
の
が
、
ひ
と

つ
の
指
標
に
な
っ
て
い
ま
す
。
臨
調
行
革

で
我
が
国
の
税
金
と
社
会
保
障
の
負
担
は

四
〇
％
前
後
に
抑
え
る
と
い
う
の
が
出
さ

れ
ま
し
た
し
、
最
近
は
国
も
そ
の
こ
と
を

強
調
し
て
い
ま
す
。

一
一
回
丿
一
一
ｌ
ｊ
Ｉ
■
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｉ
■
ふ
“
Ｊ
♂
■
ｊ
一
‐
‐
″
・
ヽ
ｆ
Ｃ
‐
‐
・
‘
５
‐
‐
ｔ
Ｚ
″
‐
‐
”
‘
‐
‐
￥
χ
‘
‐
‐
｀
ｉ
・
４
・
『
’
ｊ
÷
一

　

一

給
付
水
準
の
切
町
下
抒

一
回
一

　
　

一

　

一

　

ｌ
ｌ
ア
ー
一
一
弘
Ｉ
Ｑ
Ｉ
Ｉ
一
一

　

一
一

　

一
一

　

一

　

こ
れ
か
ら
社
会
保
障
、
特
に
医
療
費
や

年
金
の
伸
び
で
は
二
十
一
世
紀
に
つ
い
て

現
在
は
三
十
兆
円
余
り
で
す
ん
で
い
る
け

れ
ど
も
、
二
十
一
世
紀
に
な
る
と
そ
れ
が

三
百
兆
円
に
も
四
百
兆
円
に
も
な
っ
て
大

変
な
時
期
が
や
っ
て
く
る
と
い
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
も
う
少
し
冷
静
に
考
え
て
み

ま
す
と
、
こ
の
問
二
十
年
間
に
費
用
が
増

え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
国
民
の
負

担
率
を
引
き
上
げ
な
い
た
め
に
、
国
民
の

経
済
の
成
長
率
を
二
％
伸
ば
し
て
い
け
ば

い
い
と
い
う
こ
と
で
す
し
、
社
会
保
障
の

給
付
を
今
よ
り
下
げ
な
い
た
め
に
は
、
経

済
成
長
率
を
Ｉ
％
程
度
で
十
分
ま
か
な
え

る
と
い
う
試
算
も
出
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
日
本
だ
け
で
な
く
ヨ
ー
ロ
フ
バ

で
も
、
社
会
保
障
の
給
付
を
現
状
で
維
持

し
て
い
く
た
め
に
は
経
済
成
長
率
を
ど
の

ぐ
ら
い
に
す
れ
ば
い
い
か
と
い
う
試
算
を

や
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
場
合
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
比
べ
て
社
会
保
障
の
水
準
が
非
常

に
低
い
わ
け
で
す
か
ら
、
先
進
国
並
み
に
、

或
い
は
そ
れ
以
上
に
す
る
と
し
て
も
そ
ん

な
に
成
長
率
を
伸
ば
さ
な
く
て
も
維
持
で

き
る
と
い
う
試
算
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
金
問
題
に
つ
い
て
い
い
ま
す
と
、
五

年
に
一
度
財
政
の
見
直
し
を
や
り
ま
す

が
、
こ
の
時
に
使
う
国
の
経
済
成
長
率
、

物
価
の
上
昇
率
、
賃
金
の
上
昇
率
な
ど
の

数
字
が
政
府
の
政
策
に
よ
っ
て
く
る
く
る

変
っ
て
一
貫
性
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い

う
政
府
が
二
〇
二
五
年
と
か
二
〇
五
〇
年

の
見
直
し
を
言
わ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
三

年
先
の
話
が
わ
か
ら
な
い
人
が
二
十
一
世

紀
の
な
か
ば
頃
の
話
を
さ
れ
て
も
納
得
が

で
き
ま
せ
ん
。

最
近
の
社
会
保
障
闘
争
を
見
て
き
ま
す

/び７
1989 ―ア､耗参參の仲闇



!976年２月2剔第三種郵便物馳可（毎週３回月曜・水曜・金曜発行) S SKO通巻79片　1989年７月2川発行

と
、
労
働
組
合
が
前
面
に
た
っ
て
引
っ
ぱ

っ
て
き
た
時
代
か
ら
。
去
年
の
は
界
人
権

宣
言
の
四
十
年
の
運
動
を
み
ま
し
て
も
や

は
り
、
被
害
者
と
か
、
い
わ
ゆ
る
社
会
的

弱
者
と
い
わ
れ
る
人
た
ち
が
前
面
に
た
っ

て
き
た
と
い
え
ま
す
。

　

医
療
の
‘
問
題
ひ
と
つ
見
ま
し
て
も
、
こ

れ
だ
け
社
会
保
障
や
福
祉
が
切
り
下
げ
ら

れ
、
特
に
今
年
の
秋
頃
ま
で
に
医
療
制
度

の
改
悪
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
点
に

つ
い
て
も
労
働
組
合
の
人
も
賛
成
で
き
な

い
と
い
っ
て
い
ま
す
。
社
会
保
障
剛
争
の

前
面
に
立
っ
て
き
た
皆
さ
ん
方
が
、
組
織

労
働
者
を
激
励
し
て
戦
列
に
ま
き
込
ん
で

い
く
と
い
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
改
悪
を
予
想
さ
れ
て
い
る
医

療
保
険
と
か
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
第

一
に
健
保
の
一
割
負
担
を
二
割
に
す
る
と

い
っ
て
い
ま
す
。
最
近
健
保
組
合
な
ど
も
、

老
人
医
療
費
、
退
職
者
医
療
費
に
対
す
る

拠
出
金
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
き
た
こ
と
か

ら
、
保
険
料
を
引
き
上
げ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
し
、
赤
字
の
健

保
組
合
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
健
保
本
人

の
一
割
負
担
を
二
割
に
す
る
問
題
に
つ
い

て
は
組
織
労
働
者
も
先
頭
に
た
っ
て
闘
わ

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

老
人
保
健
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
定

額
負
担
を
定
率
負
担
に
切
り
変
え
る
と
い

う
大
き
な
問
題
が
ひ
と
つ
あ
り
ま
す
。
本

人
負
担
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
問
題
、
病

院
の
給
食
費
、
ビ
タ
ミ
ン
剤
の
有
料
化
な

ど
の
問
題
。
こ
れ
は
皆
さ
ん
方
が
一
番
敏
・

感
に
取
り
上
げ
、
闘
争
を
展
開
さ
れ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ま
、
保
険
の
基
盤
安
定
制
度
や
地
域

医
療
計
画
な
ど
で
、
ど
ん
ど
ん
国
の
補
助

を
減
ら
し
て
い
く
、
或
い
は
医
療
戮
を
抑

制
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
医
療
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

が
こ
う
い
う
計
画
を
通
し
て
制
限
さ
れ
て

い
き
ま
す
。

　

特
に
大
き
な
問
題
は
、
低
所
得
者
を
国

保
か
ら
除
外
し
て
、
福
祉
医
療
制
度
を
新

た
に
設
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
四
百
七

十
万
人
ぐ
ら
い
を
国
保
か
ら
は
ず
し
て
、

福
祉
医
療
と
い
う
形
で
差
別
医
療
を
す
る

と
い
う
質
の
悪
い
も
の
が
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
我
国
の
皆
保
険
体
制
を
解

体
さ
せ
、
差
別
医
療
を
合
法
化
す
る
と
い

う
重
要
な
問
題
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

国
民
全
体
が
反
対
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

年
金
問
題
で
一
番
大
き
な
問
題
は
、
保

険
料
の
引
き
上
げ
で
す
。
厚
生
年
金
は
Ｉ

・
一
％
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、

三
十
万
円
の
人
は
月
額
三
千
三
百
円
、
年

間
約
四
万
円
、
十
月
か
ら
保
険
料
が
上
り

Ｏ

ま
す
。
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
は
六
万
円
か
ら
七
万
円
の
給
料
で
パ
ー

ト
で
働
い
て
い
る
人
が
、
厚
生
年
金
に
入

っ
て
い
る
人
の
場
合
、
八
万
円
賃
金
を
も

ら
っ
て
い
る
と
い
う
前
提
で
保
険
料
を
徴

収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
つ
い
て
い
え
ば
、
現
在
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
の
う
ち
、
保

険
料
の
納
入
を
免
除
さ
れ
て
い
る
の
は
、

　

一
一
・
九
％
、
保
険
料
滞
納
者
は
一
六
・

三
％
で
す
。
免
除
期
間
の
年
金
額
は
三
分

の
一
に
減
額
さ
れ
ま
す
か
ら
非
常
に
低
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
の
滞
納
期
間

が
長
く
な
れ
ば
、
受
給
資
格
期
間
を
満
た

’
す
こ
と
が
で
き
ず
、
「
無
年
金
者
」
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
も
年
三
百
円
の
引
き
上
げ
が
、

来
年
か
ら
四
百
円
ず
つ
引
き
上
げ
て
、
五

年
後
に
は
夫
婦
で
月
額
二
万
円
の
保
険
料

負
担
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
免
除
さ
れ

て
い
る
人
や
滞
納
者
が
も
っ
と
増
え
て
く

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
か
ら
、
非
常
に

わ
ず
か
な
年
金
し
か
も
ら
え
な
い
人
、
一

生
無
年
金
に
な
る
人
が
多
く
出
て
く
る
心

配
が
あ
り
ま
す
。

　

前
回
の
年
金
改
定
の
時
、
ど
う
い
う
こ

と
が
行
わ
れ
た
か
と
い
う
と
、
我
国
の
国

民
に
す
べ
て
共
通
す
る
も
の
と
し
て
、
基

礎
年
金
制
度
を
導
入
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
老
後
の
生
活
費
を
意
味
す
る
老
齢
基

礎
年
金
、
障
害
塞
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
の
三
つ
の
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。

　

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
は
、
基
礎
年
金

に
賃
金
比
例
の
年
金
を
上
横
み
す
る
二
階

建
て
の
年
金
に
、
共
済
年
金
の
場
合
は
さ

ら
に
一
段
積
ん
で
三
階
建
て
の
年
金
に
な

り
ま
し
た
。

　

年
金
改
定
の
も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
点

は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
場
合
受
給
資
格
期

間
は
二
十
五
年
、
支
給
開
始
年
齢
は
六
十

五
歳
と
し
、
四
十
年
加
入
の
完
全
年
金
は

月
額
五
万
円
と
す
る
原
則
を
決
め
た
こ
と

で
す
。

　

そ
れ
を
今
回
は
五
万
五
千
五
百
円
に
引

き
上
げ
る
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
物
価

や
、
賃
金
の
上
昇
率
な
ど
を
考
え
ま
す
と

も
と
も
と
生
活
で
き
る
年
金
と
は
い
え
な

い
老
齢
基
礎
年
金
の
水
準
は
基
本
的
に
見

直
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

　

厚
生
年
金
の
場
合
、
モ
デ
ル
に
使
つ
て

た
の
が
、
三
十
二
年
間
加
入
し
て
平
均
標

準
報
酬
月
額
が
二
十
七
万
円
の
人
で
十
八

万
五
千
円
か
今
回
は
十
九
万
五
千
円
に
、

改
定
後
は
三
十
五
年
加
入
で
月
額
二
十
八

万
八
千
円
の
人
で
十
九
万
五
千
円
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
前
回
の
改
定
で
大
正
生
れ

｡鰭謙蓉の抑闇1989 ― 7

の
人
は
旧
法
、
大
正
十
五
年
四
月
以
後
に

　
　

Ｑ
°

生
れ
た
人
は
新
法
を
適
用
す
る
と
し
て
い

　
　

Ｍ
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ま
す
。

　

国
民
年
金
の
旧
法
の
場
合
、
二
十
三
年

加
入
の
老
齢
年
金
は
四
万
八
千
円
か
今
度

は
五
万
七
〇
八
円
に
、
四
十
年
加
入
の
老

齢
基
礎
年
金
は
五
万
五
千
五
百
円
に
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
い
か
に
水
準
が

引
き
下
げ
ら
れ
た
か
こ
こ
で
も
は
っ
き
り

わ
か
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
は
十
年
年
金
、
五
年
年
金

を
も
ら
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
＋

年
年
金
で
三
万
三
千
七
百
十
七
円
、
五
年

年
金
で
は
二
万
八
千
七
百
円
で
す
。
七
十

歳
以
上
の
福
祉
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
人

は
百
二
十
四
万
人
ぐ
ら
い
い
ま
す
が
、
毎

年
二
十
二
万
人
ぐ
ら
い
ず
つ
亡
く
な
っ
て

い
く
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
国
が
全
額
負
担

し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
亡
く
な
っ
て

い
く
人
の
ぶ
ん
福
祉
年
金
の
受
給
者
が
減

っ
て
い
き
、
国
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
場
合
、
支
給
開
始
年
齢
が

六
十
五
歳
で
す
が
、
一
一
十
五
年
の
資
格
期

間
を
満
し
て
い
る
と
六
十
歳
か
ら
で
も
年

金
が
も
ら
え
ま
す
。
本
来
も
ら
え
る
年
金

額
の
五
八
％
の
年
金
で
す
。
地
域
的
に
見

ま
す
と
茨
城
、
栃
木
、
山
形
な
ど
北
関
東
、

東
北
の
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

一
万
七
千
円
ぐ
ら
い
の
年
金
を
六
十
歳

か
ら
も
ら
い
出
し
て
、
八
十
歳
ま
で
生
き

る
と
し
ま
す
と
、
非
常
に
損
を
し
ま
す
。

こ
の
制
度
が
で
き
た
の
は
国
民
年
金
が
発

足
し
た
昭
和
三
十
六
年
の
翌
年
で
す
。
こ

の
時
使
っ
た
平
均
寿
命
の
調
査
が
お
そ
ら

く
昭
和
三
十
四
、
五
年
頃
の
人
口
統
計
や
、

平
均
寿
命
数
が
六
十
五
歳
か
ら
七
十
歳
ま

で
生
き
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
時
代
の

も
の
で
す
か
ら
、
平
均
寿
命
が
伸
び
た
今
、

カ
ッ
ト
率
を
少
な
く
す
る
と
い
う
細
か
な

点
ま
で
国
会
で
審
議
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

障
害
年
金
の
受
給
者
は
、
百
三
十
四
万

人
ぐ
ら
い
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
我
国
の
年

金
受
給
者
の
比
率
か
ら
い
っ
て
も
、
大
き

な
比
率
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
年
金
審
議
会
な
ど
に
も
、
労
組
の
代
表

と
か
、
被
保
険
者
代
表
と
い
う
だ
け
で
は

な
く
、
障
害
年
金
受
給
者
の
代
表
を
参
加

さ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

厚
生
年
金
の
場
合
は
障
害
等
級
が
一
級

か
ら
三
級
ま
で
、
国
民
年
金
の
場
合
は
一

級
と
二
級
で
す
。
三
級
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
年
金
と
は
何
か
を
考
え
た
場

合
、
人
間
は
年
老
い
て
働
け
な
く
な
っ
て

収
入
が
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
し
、
い
つ

障
害
者
に
な
っ
た
り
、
病
気
に
な
っ
た
り

し
て
働
け
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
、
そ

う
い
う
時
に
保
障
す
る
の
が
年
金
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
比
較
に
な
る
の
は
、

健
常
者
が
ま
と
も
な
収
入
を
得
て
い
る
時

が
ひ
と
つ
の
基
準
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

障
害
年
金
も
そ
う
い
う
も
の
を
基
準
に
し

Ｏ

て
支
払
わ
な
け
れ
ぱ
な
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

障
害
等
級
の
ラ
ン
ク
が
上
っ
た
り
下
っ

た
り
す
る
の
も
、
今
ま
で
に
比
べ
て
自
分

が
ベ
ッ
ド
か
ら
降
り
て
身
の
回
り
の
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
か
、
な
ら
な

い
と
か
を
基
準
に
一
級
に
し
た
り
二
級
に

し
た
り
、
或
い
は
全
く
年
金
が
も
ら
え
な

く
な
る
と
か
、
非
常
に
狭
い
範
囲
で
決
め

ら
れ
た
り
し
ま
す
。
そ
う
で
は
な
く
て
先

程
も
い
い
ま
し
た
よ
う
に
、
健
常
者
が
正

常
に
収
入
を
得
て
い
る
時
の
状
況
と
比
較

す
る
、
そ
し
て
働
く
場
の
確
保
が
国
の
責

任
に
お
い
て
な
さ
れ
、
そ
れ
が
で
き
な
け

れ
ば
保
障
せ
よ
と
い
う
要
求
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

厚
生
年
金
は
三
級
ま
で
あ
っ
て
、
国
民

年
金
は
二
級
ま
で
と
い
う
の
は
ど
う
い
う

こ
と
な
の
か
も
い
う
べ
き
で
す
。

　

学
生
か
ら
も
保
険
料
を
徴
収
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
我
国
の
年
金
は
四
十
年

掛
け
な
い
と
満
足
な
年
金
が
も
ら
え
ま
せ

ん
。
そ
う
す
る
と
二
十
歳
か
ら
加
入
し
な

い
と
完
全
年
金
が
も
ら
え
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

障
客
者
の
場
合
、
二
十
歳
未
満
で
障
害

者
に
な
っ
た
場
合
、
二
十
歳
に
な
れ
ば
年

金
は
も
ら
え
ま
し
た
が
、
学
生
が
交
通
事

故
を
起
こ
し
た
ら
何
の
年
金
に
も
結
び
つ

か
な
い
と
気
の
毒
だ
か
ら
強
制
加
入
す
る

　

卯

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
八
千
四
百
円
の
負

　

／

担
は
親
に
と
っ
て
も
大
き
な
負
担
で
す
。

こ
・
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
学
生
の
場
合
も

国
民
年
金
に
は
入
る
け
れ
ど
、
保
険
料
は

法
定
免
除
に
し
て
、
も
し
障
害
者
に
な
っ

た
場
合
は
障
害
年
金
の
受
給
資
格
だ
け
は

き
ち
ん
と
与
え
て
お
く
。
保
険
料
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
本
人
が
追
納
す
る
と
か
、

そ
の
分
カ
ッ
ト
さ
れ
る
の
を
認
め
る
か
ど

う
か
本
人
の
選
択
に
し
て
も
、
年
金
権
の

保
障
だ
け
は
き
ち
ん
と
や
っ
て
お
か
な
け

れ
ば
片
手
落
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

百
三
十
万
人
と
も
百
六
十
五
万
人
と
も

い
わ
れ
て
い
る
二
十
歳
以
上
の
学
生
か

ら
、
毎
年
八
千
四
百
円
ず
つ
保
険
料
を
徴

収
す
る
と
い
う
の
は
、
国
の
財
政
か
ら
み

て
も
ひ
と
つ
の
魅
力
で
は
あ
る
で
し
ょ
う

が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
き
ち
ん
と
し

た
け
じ
め
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
い
ま
、
我
国
の
労
働
者
は
理
不
尽
な

年
金
支
給
開
始
年
齢
は
反
対
だ
と
い
っ
て

い
ま
す
。
社
会
保
障
を
後
退
さ
せ
。
改
悪

さ
れ
よ
う
と
す
る
年
金
問
題
に
つ
い
て
は

皆
で
反
対
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
社
会
保
障
の
財
源
は
国
の
政

策
さ
え
変
え
れ
ば
、
な
い
と
は
言
わ
せ
な

い
と
い
う
確
信
を
私
た
ち
が
持
だ
な
い

と
、
超
高
齢
化
社
会
危
機
論
の
思
想
に
ふ

り
回
さ
れ
る
の
で
、
学
者
や
専
門
家
の
協

力
を
得
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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活
動
方
針
に
つ
い
て

〈
滋
賀
難
病
巡
・
葛
城
▽
総
会
議
案
に
あ

る
要
求
項
目
に
つ
い
て
、
「
て
び
き
書
」

の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た

予
算
に
つ
い
て
で
す
が
、
組
織
強
化
積
立

特
別
会
計
の
予
算
が
出
て
い
ま
せ
ん
が
組

む
べ
き
で
は
？

Ａ
古
川
・
常
任
幹
事
Ｖ
「
て
び
き
書
」
に

つ
い
て
は
多
く
の
方
か
ら
同
じ
憲
見
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
体
制
的
に
は
厳
し
い

の
で
す
が
、
実
現
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
梅
崎
・
常
任
幹
事
Ｖ
ご
指
摘
の
と
お
り

で
す
。
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
会
計
の
あ
り
方
そ
の
も

の
に
つ
い
て
今
後
改
善
し
て
い
き
た
い
。

△
山
形
ベ
ー
チ
ェ
ト
・
小
関
▽
低
料
三
種

郵
便
の
こ
と
で
す
が
、
認
可
条
件
の
緩
和

が
実
現
さ
れ
る
よ
う
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
は
し

’
Ｖ
Ａ
古
川
・
常
任
幹
事
Ｖ
常
任
幹
事
会
で
相

談
し
て
郵
政
大
臣
な
ど
に
要
請
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

Λ
日
患
同
盟
・
佐
々
木
Ｖ
内
部
障
害
者
運

伊藤たてお

代表幹事

賃
割
引
の
件
で
早
急
に
実
現
さ
れ
る
よ
う

Ｊ
Ｒ
六
社
、
関
係
大
臣
等
に
働
き
か
け
て

ほ
し
い
。

　

ま
た
医
療
・
福
祉
改
善
を
求
め
て
九
月

に
全
国
四
か
所
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
Ｊ
Ｐ
Ｃ
か
ら
激
励
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
古
川
・
常
任
幹
事
Ｖ
運
賃
割
引
の
問
題

は
早
急
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

各
団
体
で
も
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま

す
。
Ａ
伊
藤
・
代
表
幹
事
Ｖ
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動

に
つ
い
て
は
出
発
の
と
き
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
心
臓
病
・
小
林
Ｖ
要
求
の
な
か
で
病
児

・
障
害
児
に
関
わ
る
項
目
も
盛
り
込
ん
で

ほ
し
い
。

　

ま
た
移
植
の
問
題
に
つ
い
て
で
す
が
、

む
ず
か
し
い
問
題
で
、
会
内
で
も
憲
見
は

ま
と
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｐ
Ｃ
か
ら
の

見
解
や
助
言
が
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
患
者
会
館
の
建
設
に
つ
い
て
の
プ

ロ
セ
ス
な
ど
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
伊
藤
・
代
表
幹
事
Ｖ
子
供
に
閔
す
る
項

目
が
少
な
い
と
い
う
憲
見
は
文
章
発
言
で

も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
「
難
病

児
の
保
育
・
教
育
の
保
障
を
求
め
よ
う
」

と
い
う
要
求
項
目
を
追
加
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
移
植
や
脳
死
の
問
題
に
つ
い
て
は

た
い
へ
ん
難
し
い
問
題
な
の
で
、
今
後
常

＠

任
幹
事
会
や
幹
事
会
で
学
習
、
協
議
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

患
者
会
館
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
べ
き
時
期
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
Λ
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
・
河
野
▽
要
求
項
目
で

通
院
交
通
費
の
保
険
の
適
用
に
つ
い
て
取

り
組
み
を
強
め
る
た
め
に
も
一
項
目
を
お

こ
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
中
間
施
設
に
つ
い
て
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
中

に
委
員
会
の
よ
う
な
も
の
を
設
け
て
検
討

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

Ａ
伊
藤
・
代
表
幹
事
Ｖ
「
通
院
交
通
費
へ

の
補
助
」
な
ど
の
項
目
を
追
加
し
ま
す
。

　

中
間
施
設
に
つ
い
て
は
今
後
Ｊ
Ｐ
Ｃ
で

も
検
討
し
て
統
一
的
な
見
解
を
出
し
て
い

か
な
け
れ
ぱ
と
思
い
ま
す
。
補
足
議
案
・

資
料
集
の
中
で
も
触
れ
て
い
ま
す
か
ら
参

考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

予
算
案
に
つ
い
て

〈
鹿
児
島
難
病
連
・
寺
尾
▽
予
算
で
購
読

料
や
寄
付
金
な
ど
が
昨
年
に
比
べ
て
膨
れ

上
か
っ
て
い
る
が
、
加
盟
団
体
に
対
す
る

ノ
ル
マ
な
ど
は
あ
る
の
で
す
か
。

Ａ
伊
藤
・
代
表
幹
事
Ｖ
ノ
ル
マ
の
よ
う
な

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
会
で
の
努
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

＊
以
上
の
他
、
質
問
・
憲
見
は
沢
山
あ
り

ま
し
た
が
紙
面
の
閔
係
で
省
略
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
編
集
部
）

｜・・●４り｜
・●・11111－日ＩＩＩ』１・ ●

●
佐
藤
祐
弘
（
日
本
共
産
党
衆
議
院
議
員
）

●
八
田
英
之
（
医
団
連
代
表
、
民
医
連
事

　
　
　
　
　
　

務
局
長
）

●
山
本
健
二
（
仝
医
労
中
央
執
行
委
員
）

●
金
森
仁
作
厚
生
省
保
健
医
療
局
疾
病
対

策
課
課
長
●
池
端
清
一
衆
議
院
議
員
●
寺

前
巌
衆
議
院
議
員
●
長
野
祐
也
衆
議
院
議

員
●
正
森
成
二
衆
議
院
議
員
●
経
塚
幸
夫

衆
議
院
議
員
●
柴
田
陸
夫
衆
議
院
議
貝
●

田
中
慶
秋
衆
議
院
議
員
●
中
路
雅
弘
衆
議

院
議
員
●
矢
島
恒
夫
衆
議
院
議
員
●
野
間

友
一
衆
議
院
議
員
●
工
藤
晃
衆
議
院
議
員

●
八
代
英
太
参
議
院
議
ｎ
●
吉
井
英
勝
参

議
院
議
員
●
宮
崎
秀
樹
参
議
院
議
員
●
沓

脱
タ
ケ

体
迎
合
会
●
中
央
社
会
保
障
推
進
協
議
会

●
日
本
生
協
連
医
療
部
会
●
日
本
医
療
労

働
組
合
連
合
会
●
国
際
障
害
者
年
日
本
推

進
協
議
会
●
全
日
本
民
主
医
療
機
関
連
合

会
●
社
団
法
人
日
本
て
ん
か
ん
協
会
●
血

友
病
の
子
供
を
守
る
親
の
会
●
全
国
職
業

性
有
害
物
障
害
患
者
協
議
会
●
全
国
多
発

性
硬
化
症
友
の
会
●
全
国
心
臓
病
の
子
供

を
守
る
会
宮
崎
支
部
●
兵
庫
県
腎
友
会

　
　
　
　
　
　

（
以
上
順
不
同
、
敬
称
略
）
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今
秋
の
全
国
交
流
集
会
開
催
地
、
長
野

県
難
病
連
事
務
局
長
の
北
沢
で
す
。

　

昨
年
の
滋
賀
集
会
に
長
野
か
ら
四
人
が

参
加
し
、
た
い
へ
ん
感
銘
を
受
け
て
き
ま

し
た
。
今
年
の
集
会
も
全
国
の
仲
間
が
大

勢
集
ま
り
、
私
た
ち
難
病
患
者
と
家
族
の

未
来
に
つ
い
て
熱
い
語
り
合
い
の
で
き
る

よ
う
な
、
そ
う
い
う
集
会
に
し
た
い
と
長

野
県
難
病
辿
で
も
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
日
か
ら
幾
人
か
の
方
と
お
会
い
し
、

　

「
十
一
月
の
信
州
は
寒
い
で
し
ょ
う
ね
」

と
Ｉ
阿
わ
れ
ま
し
た
。
確
か
に
寒
い
の
’
で
す

が
ま
だ
ま
だ
雪
も
降
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ち
ょ
う
ど
交
流
会
の
頃
は
、
北
の
国
か

ら
白
鳥
が
来
る
か
来
な
い
か
。
寒
け
れ
ば

白
鳥
に
会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
初
冬
の
信
州
に
触
れ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
熱
い
語
り
合
い
の
で
き
る
交

流
集
会
に
し
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
秋
は
体
調
を
整
え

て
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
（
長
野
県
難
病
連
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
沢
和
雄
さ
ん
）

長野県難連

北沢事務局長

　

長
い
時
間
た
い
へ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
。
簡
単
に
今
日
一
日
を
振
り
返
り
、
こ

れ
か
ら
の
我
々
の
決
憲
な
ど
を
確
認
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

第
一
に
Ｊ
Ｐ
Ｃ
は
こ
の
問
三
十
団
休
十

五
万
人
の
組
織
に
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
様
々
な
努
力
の
中
で
強
化
さ
れ
て

き
た
わ
け
で
、
ま
さ
に
「
信
頼
の
証
明
」

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

第
二
に
、
内
部
障
害
者
運
賃
割
引
の
問

題
で
す
。
実
現
の
方
向
が
見
え
て
き
ま
し

た
。
長
い
間
の
団
結
の
成
果
で
す
。

　

第
三
に
政
治
は
避
け
て
通
れ
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
消
費
税
や
リ
ク
ル
ー
ト
な

ど
の
問
勉
は
私
た
ち
に
無
関
係
な
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

呈
後
に
、
私
た
ち
の
運
動
の
な
か
で
得

だ
成
果
と
い
う
の
は
す
べ
て
「
社
会
の
財

産
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

十
一
月
の
長
野
で
の
全
国
交
流
集
会
を

成
功
さ
せ
、
来
年
一
九
九
〇
年
、
二
十
一

世
紀
ま
で
後
十
年
で
す
。
新
し
い
患
者
運

動
の
展
望
を
切
り
拓
く
そ
う
い
う
踏
み
台

を
交
流
会
で
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
新
し
い
決
意
を
も
っ
て
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

（
長

　

宏

　

代
表
幹
事
）

Ｉ

医療・福祉のうごき

端ぶ;;;:詔詔喘□;雷喘口に喘詔:;川喘;;;Ｕ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｙ

　
　
　
　
　
　

▽
１
日

　

厚
生

［
‐
目
］

省
が
昭
和
六
十
二

年
度
の
国
保
加
入
者
の
医
療

費
調
査
結
果
を
発
表
。
医
簾

費
の
高
い
地
域
は
北
海
道
、

近
畿
、
瀬
戸
内
地
方
で
、
百

四
十
七
の
市
町
村
を
「
高
医

療
費
市
町
村
」
に
指
定
。

　

▽
２
日

　

厚
生
省
は
病
院

の
区
分
を
、
緊
急
・
高
度
医

療
を
中
心
と
す
る
「
急
性
病
院
」
と
長
期

療
養
を
中
心
と
す
る
「
慢
性
病
院
」
に
分

類
す
る
方
針
。

　

▽
２
日

　

Ｊ
Ｒ
各
社
は
、
こ
れ
ま
で
対

象
外
に
な
っ
て
い
た
内
部
疾
患
の
障
害
者

に
対
し
て
も
運
賃
割
引
制
度
を
適
用
す
る

方
針
を
固
め
運
輸
省
に
申
請
す
る
。

　

▽
５
日

　

非
加
熱
製
剤
投
与
で
エ
イ
ズ

に
感
染
し
た
血
友
病
忠
者
の
男
性
二
人
が

国
と
製
槃
会
社
を
相
手
に
提
訴
。

原
発
性
胆
汁
性
肝
硬
変

　

患
者
の
九
〇
％
以
上
が
、
三
十
歳
代

以
後
の
女
性
。
皮
膚
の
頑
固
な
か
ゆ
み

が
初
発
症
状
で
、
平
均
三
年
後
に
黄
疸

を
発
症
、
さ
ら
に
平
均
三
年
後
に
、
肝

不
全
や
消
化
管
出
血
で
死
亡
す
る
例
が

　

▽
1
2
日

　

厚
生
省
の
「
患
者
サ
ー
ビ
ス

の
在
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
」
が
報
告
書

を
ま
と
め
、
「
患
者
本
位
の
医
療
」
へ
の

転
換
を
提
言
。

　

▽
引
日

　

六
十
五
歳
以
上
の
家
族
が
い

る
家
庭
は
初
め
て
一
千
万
世
帯
を
超
す
こ

と
が
厚
生
省
が
発
表
し
た
「
国
民
生
活
調

査
」
で
明
ら
か
に
。

　
　
　
　
　

▽
８
日

　

厚
生
省
は
中
・
高

［
ヱ
目
］

年
女
性
に
多
く
発
生
す
る
「
原

発
性
胆
汁
性
肝
硬
変
」
を
新
た
に
難
病
に

指
定
。
来
年
一
月
か
ら
治
療
費
公
費
負
担
。

▽
1
0
日

　

昭
和
六
十
二
年
度
の
国
民
医
療

賢
は
、
総
額
十
八
兆
円
台
に
上
り
、
一
人

当
た
り
十
四
万
七
千
八
百
円
と
厚
生
省
が

発
表
。
ま
た
、
今
回
は
都
道
府
県
別
医
療

費
を
推
計
し
、
一
人
当
た
り
最
も
高
い
の

は
高
知
県
の
二
十
一
万
円
。

　

▽
1
6
日

　

厚
生
省
の
「
末
期
医
療
に
関

す
る
検
討
会
」
が
報
告
書
を
ま
と
め
、
が

ん
の
告
知
問
題
に
秘
極
的
に
取
り
組
む
べ

き
と
の
見
解
を
打
ち
出
し
た
。

多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
五
年
生
存

率
は
、
初
発
症
状
の
み
の
患
者
の
九
〇

％
、
黄
疸
発
症
患
者
の
五
五
％
で
す
。

　

こ
れ
で
国
の
難
病
指
定
は
三
十
一
疾

患
。
医
療
費
の
自
己
負
担
分
が
公
費
補

助
さ
れ
調
査
研
究
班
で
原
因
究
明
や
治

療
方
法
の
研
究
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

／ﾌ/1989 ― 7J!S嚇の1巾間
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巡が

　

、

。ﾀﾞ､、

　

運
賃
割
引
問
題
で

　

運
輸
省
に
要
請

　

身
体
障
客
者
福
祉
法
に
内
部
障
害
者
が

含
ま
れ
て
以
来
二
十
二
年
余
り
、
Ｊ
Ｒ
な

ど
の
身
体
障
害
者
運
賃
割
引
き
は
合
理
的

な
理
由
が
な
い
ま
ま
、
内
部
障
害
者
が
適

用
除
外
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

五
月
二
日
、
Ｊ
Ｒ
各
社
は
身
体
障
害
者

運
賃
割
引
制
度
に
内
部
障
害
者
も
含
め
る

方
針
を
固
め
ま
し
た
が
、
運
輸
省
は
Ｊ
Ｒ

各
社
が
認
可
申
請
を
す
る
こ
と
に
対
し
て

否
定
的
と
の
情
報
も
伝
え
ら
れ
、
運
賃
割

引
の
内
部
障
害
者
へ
の
適
用
拡
大
は
予
断

を
許
さ
な
い
情
勢
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
は
こ
う
し
た
動
き
を
受
け
て
五

月
十
一
日
、
運
輸
省
、
厚
生
省
に
協
力
要

請
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
Ｊ
Ｐ

Ｃ
加
盟
の
全
腎
協
、
全
国
心
臓
病
の
子
供

を
守
る
会
、
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
、
日

患
同
盟
の
四
団
体
五
人
の
代
表
で
す
。

　

運
輸
省
大
臣
官
房
業
務
課
で
は
笠
原
係

長
が
対
応
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
各
社
か
ら
申

請
が
出
さ
れ
た
ら
す
ぐ
認
可
し
て
も
ら
い

た
い
と
の
代
表
の
訴
え
に
、
「
ま
だ
、
Ｊ

Ｒ
各
社
か
ら
の
認
可
申
請
が
さ
れ
て
い
な

い
の
で
な
ん
と
も
い
え
な
い
。
ご
要
望
は

お
聞
き
し
て
お
き
ま
す
」
と
消
極
的
な
姿

勢
を
示
し
た
た
め
、
代
表
は
「
赤
字
だ
か

ら
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
い
た
Ｊ
Ｒ
各
社

が
黒
字
に
な
り
、
運
賃
割
引
の
適
用
拡
大

を
認
め
る
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
を
重
視

す
る
よ
う
再
度
要
求
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
訪
れ
た
厚
生
省
社
会
局
更
生

課
で
は
。
高
介
課
長
補
佐
が
「
Ｊ
Ｒ
運
賃

割
引
の
内
部
障
害
者
へ
の
適
用
拡
大
が
実

現
す
る
よ
う
に
側
面
か
ら
努
力
す
る
」
と

好
意
的
な
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　

代
表
は
今
後
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
を
中
心
に
各
団

体
も
要
請
行
動
な
ど
を
運
輸
省
、
Ｊ
Ｒ
各

社
に
起
こ
す
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

第
７
回
常
任
幹
事
会

　

を
開
催

　

第
四
回
総
会
に
先
立
つ
六
月
三
日
。
Ｊ

Ｐ
Ｃ
は
第
四
回
総
会
と
同
会
場
の
全
社
連

会
館
で
第
七
回
常
任
幹
事
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
常
任
幹
事
会
で
は
、
第
一
面

会
以
降
の
主
な
活
動
報
告
を
行
っ
た
後
、

第
四
回
総
会
の
準
備
状
況
の
確
認
、
当
日

の
議
事
運
営
や
役
割
分
担
、
新
年
度
役
員

人
事
や
今
後
の
執
行
体
制
、
事
務
局
体
制

の
強
化
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

新
年
度
の
役
貝
人
事
に
つ
い
て
は
、
小

林
事
務
局
長
が
病
気
療
養
中
で
あ
る
こ
と

な
ど
を
勘
案
し
、
常
任
幹
事
会
の
枠
を
広

げ
る
こ
と
を
決
め
、
京
都
難
病
連
と
全
腎

協
の
二
団
体
か
ら
の
補
充
を
総
会
に
提
案

す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

一
九
七
六
年
二
月
一
一
十
五
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
通
巻
七
十
九
号
「
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
発
ぐ
」

一
九
八
九
年
七
月
二
十
四
日
発
行

＠

國
像
―
葡

　

▼
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
が
ア
ン
ケ

　
　

ー
ト
調
査

　

全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
は
こ
の

は
ど
、
会
結
成
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て

　

「
医
療
・
日
常
生
活
・
看
護
等
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
報
告
を
ま
と
め
ま

し
た
。

　

調
査
は
昨
年
四
～
五
月
に
全
会
員
（
対

象
数
二
千
四
百
四
十
六
人
）
を
対
象
に
実

施
さ
れ
、
千
二
百
六
十
二
人
が
回
答
し
ま

し
た
。

　

調
査
に
よ
る
と
、
患
者
の
平
均
年
齢
は

六
十
五
歳
、
発
病
時
の
平
均
年
齢
は
五
十

五
歳
、
通
院
の
方
法
で
は
半
数
以
上
の
人

が
「
付
き
添
い
が
い
る
」
ま
た
は
「
ボ
イ

ス
が
い
る
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

医
師
か
ら
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
や
そ
の
治

簾
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
か
ど
う
か
で

は
、
「
十
分
」
と
言
う
人
が
五
二
％
い
る

反
面
、
四
割
以
上
が
「
不
十
分
だ
っ
た
」

　

「
理
解
で
き
な
か
っ
た
」
「
聞
い
て
い
な

い
」
な
ど
と
答
え
ま
し
た
。

　

仕
事
な
い
し
家
事
の
状
況
で
は
「
家
事

も
仕
事
も
一
切
で
き
な
い
」
と
い
う
人
が

三
一
％
。
経
済
状
況
で
は
［
ま
あ
心
配
な

い
］
が
三
七
％
と
最
も
多
か
っ
た
一
方
で
、

　

「
多
少
心
配
」
が
二
〇
％
、
経
済
的
余
裕

の
な
い
人
（
ぎ
り
ぎ
り
、
困
っ
て
い
る
、

非
常
に
困
っ
て
い
る
）
が
一
一
一
％
も
あ
り

発
行
刄

ま
す
。

　

介
護
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
妻
が
四
六

％
。
夫
が
二
六
％
。
介
護
者
の
年
齢
は
六

十
歳
以
上
の
人
が
五
五
％
を
占
め
て
い
ま

し
た
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
は

四
六
％
、
重
度
で
も
持
っ
て
い
な
い
人
が

二
六
％
い
ま
し
た
。
医
療
費
は
「
軽
度
」

の
た
め
、
特
定
疾
患
医
療
に
該
当
せ
ず
公

費
負
担
を
利
用
し
て
い
な
い
人
が
一
九
％

い
ま
す
。

　

希
望
す
る
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
は

機
能
訓
練
施
設
の
充
実
が
三
八
％
、
通
院

費
の
助
成
二
六
％
、
ホ
ー
ム
と
病
院
と
の

中
間
的
な
施
設
が
二
六
％
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
全
国
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
友
の
会
ま
で

　

▼
全
腎
協
が
総
会

　

全
腎
協
が
五
月
二
十
一
日
に
埼
玉
県
大

宮
市
で
第
十
九
回
総
会
を
行
い
、
一
層
の

活
動
強
化
に
向
け
、
活
発
な
協
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
千
六
百
五
十
人
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
か
ら
は
古
川
常
任
幹
事
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

総
会
も
無
事
終
了
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｐ
Ｃ
が
真
の
患
者
運
動
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
な
る
よ

　

う
に
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
お

　

願
い
い
た
し
ま
す
。
（
岩
本
）

作
物
旧
会

　

頒
価
三
百
円
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